
麦跡水稲に対する側条施肥法について

1．試験gね亭い

　　水稲の側条施肥栽培は、初期生育が旺盛で茎数確保カ溶易であり、施肥・田植えの向時作業に

　よる省力化や肥料の効率的利用等利点が多い。一方、肥切れが早いという欠点はあるものの、多

　収・低コスト技術として有望である。麦跡水稲栽培は茎数の確保が安定生産の課題であるが、側

　条施肥栽培め利点を考えると、麦跡水稲栽培に対し有効な栽培法と考えられる。そこで麦跡水稲

に文亨する省カ’安定栽培技術を確立するた苧・昭和63年’平成秤に狽峰施肥法について検討し

　た6

2．試験方法

　　諌醐ヰ牽試本場水田（表層多腐植質多湿黒ボク土：猪倉統）で、基肥窒素施用量、基肥に対す

　る緩効性肥料（被覆尿素）の配合割合、追肥の施用時期、分施回数について検討した。なお、供

　試晶種は星の光、移植は昭和63年・平成元年とも6月20日、栽植密度は30×15．7㎝（2玉．2株

　／㎡）の1株4本の機械移植で、麦ワラ・堆肥等は無施用で実施した。対照は基肥0．4㎏／a

　（窒素成分）の植代施肥栽培で、穂肥は出穂20日前に0．3㎏／a施用した。

3．試験結果及ぴ考．察

　　図一1に平成元年の基肥窒素施用法別の茎数・穂数の娃移を、図一2に平成元年の追肥法別の茎数・

　穂数の推移を示した。基肥窒素施用法別では、側条施肥0．3㎏／a区が対照区の75％の施用量で、

　茎数・穂数とも対照区を上回っていた。また、基肥に緩効性肥紅を配合した場合は、配合割合が

高いほど最高分げつ期での茎数は少ないものの有効茎歩合が高く、穂数は最も多かった。追肥法

別ηま∴畢声争げつ瑚直後の早期施用・2回分施に．より、無効茎が少なく穂竿を確保することが

　できた。

　　表一1に平成元年g玄米収量及び坪量構成要素を示した。穂数については、基肥窒素施用量・

緩効性肥料配合割合を高めることにより、また、穂肥施用・2回分樹とより増加した。一穂籾数

　は穂数と逆の傾向であった。総籾数・登熟歩合とも、基肥窒素施用量・穂肥の施用時期・分施回

数による差は判然としなかったが、総籾数については基肥に緩効性肥料を配合することにより増

加する傾向であった。玄米千粒重は、基肥施用法の違いによる差はみられなかったが、穂肥の早

期施用’2甲分施により増加しれ次に玄米収量については・基肥窒素岬量・緩効性肥料配合

割合を高める千苧．により・また・穂肥の早期施用・・回分施により増加女る傾向であっれ

　　図一3に昭和63年の窒素妓収量の推夢を示した。移植～8月4日の全素吸収量では、側条施肥

　0．4㎏／a区カミ多く、8月千日～8々1g日では穂肥1回施用区が二8早19日～成熟期では穂肥2

回施弔区が多／二吸収していれまた・’・月・日以蜂の窒素即量は・側条施肥・・…／・区が側

条施即・・ψ区を上目二ており・．基肥を減肥した場岬・追肥窒雫の禾1用率が高まり・追

肥の’効率が高く一1なると考えられる。

4．成果め要約

　　麦跡水稲における省力・安定栽培技術を確立するため側条施肥法について、茎数・穂数の確保
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を目標に検討した。基肥窒素施用量を■0．3卒g～q．4㎏／aにし、・穂肥を出穂30日前・15日前の早

期施用・2回分施により、有効茎歩合が高く穂数を多く確保するとともに、玄米千粒重が増加し

・高い収量を得ることができた。また基肥に緩効性肥料を配合した場合は、配合斉吟を50％に高

めるこ一とにより基肥ρ肥効が持続し、穂肥を出穂20日前の1回にしても高い収量を得ることがで

きた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　土壌肥料部齋藤寿）
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